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過疎地域の保育問題 

―へき地保育所の今を通して― 

主任研究員 福田 いずみ 

１．はじめに 

2024年４月、「人口戦略会議」
１

が2020年か

ら2050年までの30年間に全国にある1,729の

自治体の約４割に当たる744の自治体の20～

39歳の若年女性人口が50％以上減少する「消

滅可能性自治体」であるとの予測を公表した。

我が国が人口減少社会であることは既に周知

のことであるが、都市部で生活していると、人

口減少による日常生活の変化を実感する機会

はまだ少ないように思う。しかし、都市部を少

し離れると、以前に比べて活気を失った街の

様子などから少子高齢化や人口減少による

様々な影響を感じることが増えてきた。 

筆者は2016年10月
２

、2017年８月
３

発行の本

誌において人口減少の著しい農村や過疎地域

における保育・子育ての問題を取り上げ、人口

が集中する都市部の保育所待機児童問題がし

ばしばクローズアップされる一方で、取り上

げられることの少ない農村や過疎地域の保育

の問題について報告してきた。既に人口減少

社会である我が国にとって、過疎地域が抱え

ている課題はすべての地域に共通する課題と

して受け止めていく必要があるのではないか。 

本稿では、これまでの筆者の報告を踏ま

え、制度上は消滅したものの、過疎地域での

必要性から市町村などが独自に運営を続けて

いるへき地保育所
４

の現状や新たな課題を通

して改めて人口減少地域での保育のこれから

について考えていく。 

 

２．過疎地域の保育の現状 

国の保育政策は、都市部を中心とする待機

児童問題への対応を主軸として、保育の量的

拡充が進められてきたが、その一方で人口減

少・少子化の影響を受け、全国的に保育施設

の統合や廃止が進んでいる。2024年４月１日

時点の保育定員に対する充足率（図表１）は、

都市部が91.6％であるのに対して過疎地域で

は76.2％となっている。充足率の推移（図表

２）をみていくと、2020年からの４年間で都

市部が2.9％、過疎地域では6.8％減少してお

り、特に減少幅の大きい過疎地域では公立保

１ 「人口戦略会議」は、本格的な人口減少時代の到来に際し、今後どのような政策に取り組むべきなのかを議論する

ために発足した民間の有識者研究グループ。議長：三村明夫（日本製鉄名誉会長）、副議長：増田寛也（日本郵政社

長）、メンバーは財界人や知事などの行政、大学研究者などである。 

２ 福田いずみ「人口減少時代に見過ごしてはならない過疎地域の保育問題」『共済総研レポート№147』（一社）ＪＡ

共済総合研究所2016年10月pp.２－７ 

３ 福田いずみ「子ども・子育て支援新制度から２年～過疎地における保育の現状～」『共済総研レポート№152』（一

社）ＪＡ共済総合研究所2017年８月pp.90－95 

４ へき地保育所の設置によれば「交通条件及び自然的、経済的、文化的諸条件に恵まれない山間地、開拓地、離島等」

をへき地とし、へき地学校のある地域に設置する。しかし、現時点では小学校の統廃合等により必ずしも一致しない。

１．はじめに 

２．過疎地域の保育の現状 

３．過疎地域の待機児童 

４．おわりに 
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育所の整理統合や私立保育所の小規模化がさ

らに進行していくことが予想される。 

以前から人口が５千人未満の市町村では、

そもそも幼稚園の設置が無く、保育所だけの

地域が半数以上あり、これらの地域で主に保

育を担ってきたのは定員20名から60名ほどの

小規模保育所と、2015年の子ども・子育て支

援新制度（以下、新制度）により廃止となっ

たへき地保育所であった。本節では、制度廃

止後も運営が続けられているへき地保育所の

現状を中心に過疎地域の保育状況について述

べていく。 

 

 へき地保育所 

へき地保育所は、児童福祉法第39条に規定

する保育所を設置することが著しく困難であ

る地域に設置させる認可外の保育施設であ

る。1961年に当時の厚生省から通達された「へ

き地保育所設置要綱」に基づき、農山漁村や

離島などを中心に簡易な保育施設として普及

した。へき地保育所は、制度が廃止されるま

で市町村の単独事業に対する国の定額補助金

事業を受け、主に市町村が主体となって運営

していた。 

制度が廃止された要因としては、1970年代

前半には全国に2,439カ所あったが、３歳未満

児や乳児保育への対応ができないことや給食

設備が無く、保育士の有資格者割合が低いな

どの構造的な問題を抱えていたため、認可保

育所の整備が進んだ1970年代中盤から徐々に

減少していった。2014年度の調査時点では493

カ所ほどに減少し助成効果が薄れたことに加

え、新制度による地域型保育事業として扱う

には一般性に乏しいと判断された可能性など

があげられる。 

 

 へき地保育所の移行先 

へき地保育所の移行先としては、新制度に

よる地域型保育事業の１つである小規模保育

事業Ａがあげられるが、都市部の待機児童問

題の解消を念頭に置いた制度であることから

保育の需要が逼迫する３号認定（０歳から２

（図表１）2024年４月１日の保育所等利用状況 
 

 利用定員数（Ａ） 申込者数（Ｂ） 利用児童数（Ｃ） 待機児童数（Ｄ） 定員充足率（Ｃ／Ａ）

都市部 1,849,415人 1,762,009人 1,693,702人 1,539人 91.6％

過疎地域 223,774人 172,654人 170,457人 73人 76.2％

 
（出所）子ども家庭庁「保育所関連状況取りまとめ（令和６年４月１日）」及び「新子育て安心プラン」集計結果 

    『概要概要資料』https://www.cfa.go.jp/policies/hoiku/torimatome/r6より筆者作成 

（図表２）定員充足率の推移 
 

 2020年４月１日 2021年４月１日 2022年４月１日 2023年４月１日 2024年４月１日 

都市部 94.5％ 93.0％ 92.0％ 91.6％ 91.6％

過疎地域 83.0％ 81.3％ 79.5％ 77.5％ 76.2％

 
（出所）子ども家庭庁「保育所関連状況取りまとめ（令和６年４月１日）」及び「新子育て安心プラン」集計結果 

    『概要概要資料』https://www.cfa.go.jp/policies/hoiku/torimatome/r6より筆者作成 
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歳児）が対象となっており、主な設置主体は

社会福祉法人をはじめNPO法人、個人などで

ある。人口減少が著しい地域などでは、３歳

児以上の受け入れも一部認められてはいるも

のの、制度の目的が待機児童の解消であるた

め、そもそも過疎地域の保育ニーズに馴染ま

ないことや、小規模保育事業の条件に合わせ

た給食室の設置などの設備面の改善や、保育

料の徴収方法を変更しなければならないこと

が移行を難しくしている点としてあげられる

（図表３）。 

 

 へき地保育所の今 

へき地保育所は制度の廃止に伴い、2014年

以降、正式な統計情報を得ることは難しくな

っているが、へき地保育所の現状を探るひと

つの手がかりとして、へき地保育所に対する

財政支援である「特例地域型保育給付」を受

けて市町村が引き続き運営している施設数に

ついて調べると、2022年度202カ所
５

となって

おり、その数は年々減少傾向にある。 

厚生労働省等の統計データによれば、保育

所と幼稚園ともに設置の無い区町村は全国に

26カ所ある。筆者が保育所と幼稚園の設置数

が０カ所に該当する町村のホームページや電

話照会によって保育施設の設置などについて

調べてみると、町村の単独事業としてのへき

地保育所（名称をへき地保育所としていない

施設もあり）や子育て支援事業など様々な方

法で保育ニーズの充足を行っていることが確

認できた。また、町村によっては広域入所の

制度により近隣市町村の保育施設を利用可能

とする方策がとられていた（図表４）。 

へき地保育所の運営形態は、自治体の人口

動態や地理的条件、基幹産業、財政力等、様々

な要因が絡みあっており、その背景も実態も

多様である。へき地保育所は最も市場原理に

馴染まない施設のため、担い手は市町村職員

ということになるが、正規職員を複数置けな

い事情から非正規職員が保育を担っている現

状もあり、財政面だけでなく人材確保という

意味においても厳しい状況にある。筆者が訪

（図表３）へき地保育所と新制度の小規模保育所の比較 
 

 へき地保育所 小規模保育所（Ａ）型 

設置根拠 へき地保育所設置要綱 子ども・子育て支援法 

定 員 10人以上が補助対象 ６人～19人 

設 置 者 市町村が大半であるが、私営もある 社会福祉法人、企業、NPO等 

対象年齢 ３歳以上が原則 ３歳未満児が原則 

保 育 料 均一で低廉（１万円未満が多い） 保護者の負担する市民税額による。最高10万円程度 

給 食 原則なし（調理室なし） あり（搬入も可） 

保育要件 要件は不要 要件は必要 

 
（出所）櫻井慶一『文教大学生活研究第39集 抜刷』「過疎地域の保育所の課題に関する一考察」2017年３月よ

り抜粋 

５ 『山村振興対策百科』農林水産省2023年10月  

 URL：https://www.maff.go.jp/j/nousin/tiiki/sanson/s_hyakka/attach/pdf/hyakka-102.pdf 
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問した北海道のへき地保育所は、設立当初か

ら地元の寺院の家族等（保育士および園長（住

職））が主な担い手となっており、自治体のみ

ならず、地域の人的資源が大切な社会インフ

ラである保育所を存続させていくための支え

となっていた。その意味で制度が廃止されて

も過疎地域の実情に即して柔軟に運営を続け

ているへき地保育所の存在は、現行の制度だ

けでは解決することが難しい人口減少社会に

おける保育所運営の現実を映し出していると

いえよう。 

 

３．過疎地域の待機児童 

都市部では待機児童の解消が保育政策の

重要課題とされ、人口減少地域においては、

少子化による保育施設の存続が課題とされて

きたが、子どもの数が少ない過疎地域におい

ても保育士不足による待機児童という新たな

問題が発生しているという。 

北海道の離島の保育所を調査した長津

（2024）
６

によれば、調査を行った離島にあ

る３つの自治体では、保育ニーズはあるもの

の、保育士不足により０歳児の受け入れを見

送る「人口減少地域型待機児童」が発生して

いるという。いずれの自治体も人口減少と高

齢化が進行しているが、漁業研修制度によっ

て漁師となる若い移住者を受け入れたことで

一定の出生数があり、全年齢での保育料無償

化の導入などによって保育ニーズが高まって

いる。しかし、ニーズに応えるために保育の

担い手となる人材を確保しようにも地域に保

育士資格を有する人がいないことに加え、基

幹産業である漁業の漁繁期には、保育所の臨

時補助員として働く女性までもが必要な労働

力として漁業の手伝いに出る状況にあり、地

域の限られた労働力の中で保育の担い手を確

保することが難しく、今回の事態に至ったと

いう。 

報告の中で長津は「少子化と定員割れが農

村部から都市部へと拡大しつつあるように、

「人口減少地域型待機児童」も遅かれ早かれ

離島以外の小規模市町村にも拡大していくと

想像される。そうであるならば、離島での課

題を解決する方策を考えていくことは、日本

の保育をより充実させていくために必要不可

欠であろう」と指摘する。 

都市部の待機児童問題が大きな課題であ

ることは事実であるが、全国規模で保育問題

６ 長津詩織「北海道の離島における保育の現状と課題」『地域と住民』第８号（通巻42号）名寄市立大学コミュニテ

ィケア教育研究センター2024年pp.29－36 

（図表４）保育所・幼稚園未設置の町村数と

状況 
 

都道府 

県名 

保育所・幼

稚園ともに

無い町村数 

保育所・幼稚園ともに無い

町村の保育施設設置状況 

北 海 道 ８ 
へき地保育所（７） 

幼児センター（１） 

福 島 １ 児童館保育 

群 馬 県 １ へき地保育所 

東 京 都 １ 村営保育所を民間に委託 

山 梨 県 ２ 村営保育所（２） 

奈 良 県 ８ 

村営子ども園（１） 

村営保育所（４） 

へき地保育所（３） 

高 知 県 １ 村営保育所 

宮 崎 県 １ へき地保育所 

鹿児島県 ３ 
へき地保育所（１） 

子育て支援拠点（２） 

合 計 26  

 
（出所）総務省統計局『統計でみる市区町村のす

がた2024』、厚生労働省『令和４年度社会福

祉施設等調査報告書』等より筆者作成 
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を見ていくと、人口減少地域の保育について

考えていくことも重要であることがわかる。

都市部に先行して人口減少が進行している過

疎地域で起きている保育の問題は、過疎地域

限定の課題として見過ごすのではなく、いず

れは我が国全体の課題となっていく可能性が

あると捉える視点が今後ますます求められる

であろう。 

 

４．おわりに 

へき地保育所は、戦前からあった農繁期託

児所に代わって常設保育所の設置を求める地

域の強い要望によって高度経済成長期の農村

部を中心に創設されたという歴史を持つ。農

繁期の託児は、乳幼児のいる農家にとって家

族総出で農作業を行う時期に安心して仕事に

集中するために必要な事であった。かつて多

世代家族の多かった農村では、認可保育所の

入所基準である家族に保育できる人がいない

「保育に欠ける児童」にあてはまらないとい

う要因もあって認可保育所に入れない子ども

の保育を担ってきたのはへき地保育所であっ

た。 

人口減少の著しい過疎地域の保育につい

て考えることは、農業をはじめとした第一次

産業に従事する若い世代の子育てを考えるこ

とにつながる。例えば、移住してきた新規就

農者等にとって周囲に助けてくれる親類縁者

がいない中で農業をしながらの子育てに保育

所は必要であり、親が安心して働くためにも

不可欠である。その意味で農村や過疎地域の

保育を守っていくことが、これからの我が国

の農業を守ると同時に我が国の食を守ってい

くことにもつながっていくのではないかと考

える。 

 

（脚注以外の参考文献） 

・社会福祉法人全国社会福祉協議会 全国保

育協議会「人口減少地域における保育課題

と対応－保育所・認定こども園等自らが取

り組むこと、国・自治体に求めること－」

2023年１月 

・全国保育問題研究協議会「第63回 全国保

育問題研究集会 北海道集会」総合資料

2024年６月 

・長津詩織「へき地保育の制度的変遷－保育

制度改革および保育研究における位置づ

けに着目して－」『へき地教育研究71』北

海道教育大学2017年１月pp.85－95 

・櫻井慶一（2006）『保育制度改革の諸問題 

地方分権と保育園』新読書社 

・西垣美穂子（2012）『へき地保育の展望』佛

教大学研究叢書 高菅出版 

・長津詩織（2013）「へき地保育所の地域的存

立過程：北海道標茶町・塘路ひしみの保育

園の事例から」『北海道大学大学院教育学

研究院紀要第118号』pp.１－22 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <FEFF77f35c715370523730000037002000430054005075280020005600650072002e00200031002e0030003030005143306f0020004100630072006f00620061007400390020005000440046002f0058002d00310061000d30c030a630f330b530f330d730eb309230aa30d5000d00500044004630d530a130a430eb5185306b8a2d5b9a30924fdd5b583059308b000d57cb30818fbc307f79816b62306e30d530a930f330c8306f306a3057ff0830a430f330b930c830fc30eb3057306a3044ff1a004400467cfb004400480050003430d530a930f330c83001004600477cfb0032003530d530a930f330c8ff09>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


